
傾
城
阿
波
の
鳴
門

巡
礼
歌
の
段

神
霊
矢
口
の
渡
し

頓
兵
衛
住
屋
の
段

国
訛
嫩
笈
摺

ど
ん
ど
ろ
大
師
の
場

岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存
会
（
岐
南
町
）

関
市
獅
子
舞
保
存
会
（
関
市
）

美
濃
歌
舞
伎
保
存
会
（
瑞
浪
市
）

上
演
外
題
・
出
演

岐南町文化フェスティバル2025

岐南町文化フェスティバル2025の一環として、

岐阜県重要無形民俗文化財である「伏屋の獅子芝居」

と、県内の他の獅子芝居や岐阜の地歌舞伎を同時に

ご覧いただける公演を開催します。「岐阜の

宝物」として認定されている地歌舞伎を

はじめ、地域の人々が演じる文楽や

獅子芝居は「地芝居」と呼ばれ、

岐阜県では全国的にも盛んに行われ

ています。伏屋獅子舞会館を舞台に

開催される「岐南地芝居公演」で、

岐阜の地芝居文化をご堪能ください。

岐阜県文化を切り口とした地域活性化プロジェクト実行委員会、岐南町、岐南町伏屋獅子舞保存会

11月1日
13：00開演/12：00開場

入場無料
全席自由

岐南町伏屋獅子舞会館

主催

羽島郡二町教育委員会、岐南町商工会

岐
南
地
芝
居
公
演

土

後援
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江
戸
時
代
よ
り
瑞
浪
市
内
で
盛
ん
で
あ
っ
た
地
歌
舞
伎
を
復
興
・
保
存
す
る
た
め
、

昭
和
四
六
年
、
地
元
企
業
の
従
業
員
や
地
域
の
有
志
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
翌
年
か

ら
毎
年
公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

演
じ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
る
四
千
点
を
超
え
る
衣
装
群

や
、
芝
居
小
屋
「
相
生
座
」
の
保
存
活
用
、
衣
装
の
着
付
け
・
か
つ
ら
・
化
粧
な
ど

の
後
継
者
育
成
を
柱
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
国
で
独
自
の
活
動
を
展

開
し
、
大
学
で
上
演
や
授
業
を
行
う
な
ど
世
界
へ
地
芝
居
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

伏
屋
の
獅
子
舞
は
岐
南
町
伏
屋
地
区
に
あ
る
白
山
神
社
祭
礼
の
際
に
奉
納
さ
れ
て
き

た
伝
統
民
俗
芸
能
で
、
江
戸
時
代
よ
り
長
き
に
渡
り
地
域
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

伏
屋
の
獅
子
舞
は
大
き
く
「
神
楽
獅
子
」
と
「
獅
子
芝
居
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
神
楽
獅
子
は
白
山
神
社
祭
礼
の
際
の
奉
納
で
行
わ
れ
る
、
悪
魔
払
い
を
中
心
と

し
た
獅
子
の
舞
、
獅
子
芝
居
は
獅
子
が
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
の
外
題
を
演
じ
る
芝

居
で
す
。
獅
子
の
性
別
が
雌
の
雌
獅
子
が
芝
居
を
演
じ
る
獅
子
芝
居
が
、
貴
重
な
芸

能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
時
は
後
継
者
が
お
ら
ず
、
存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
が
、
伝
統
の
灯
を
絶
や
し

て
は
な
ら
な
い
と
、
再
興
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
近
年
で
は
獅
子
芝
居
が
再
び
上
演

さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
尾
張
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
関
市
の
獅
子
舞
は
、
五
穀
豊
穣
、
無

病
息
災
、
商
売
繁
盛
を
祈
っ
て
定
着
し
、
十
二
文
と
呼
ぶ
舞
い
が
、
悪
魔
祓
い
と
し

て
神
前
な
ど
で
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
後
に
文
楽
や
歌
舞
伎
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

文
化
に
、
神
楽
独
自
の
歌
を
作
り
振
り
付
け
ら
れ
て
獅
子
芝
居
が
生
ま
れ
、
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
関
市
の
下
有
知
、
小
瀬
、
黒
屋
、
肥
田
瀬
、
山
田
の
五
地
区
の
獅
子
舞
保
存

会
が
、
関
市
獅
子
舞
保
存
会
の
支
部
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会場では岐南町有形民俗文化財
「伏屋の地芝居衣装」を展示します

会場では軽食や甘味、飲物の販売を行います

岐南町文化フェスティバル2025事務局 岐南町中央公民館
058-247-1334

岐南町伏屋獅子舞保存会事務局 岐南町図書館
058-247-7737

・公共交通機関

岐南町コミュニティバス

「伏屋」バス停下車徒歩3分

・駐車場

会場前特設駐車場

(羽栗グラウンド)

をご利用ください

美
濃
歌
舞
伎
保
存
会
（
瑞
浪
市
）

関
市
獅
子
舞
保
存
会
（
関
市
）

岐
南
町
伏
屋
獅
子
舞
保
存
会
（
岐
南
町
）

地芝居印帳2025対象公演です

展 示

出 店

アクセス

印 帳 お問合せ

岐南町伏屋獅子舞会館

岐阜県岐南町伏屋3-338-1


